
■ 2011 年 4 月 18 日 時事通信 
 
福島第 1 原発事故で東京電力は 18 日、1、3 号機に入れた遠隔操作ロボットが測定した原子炉建屋内の放

射線量の速報値を発表した。1 号機で最大毎時 49 ミリシーベルト、3 号機は同 57 ミリシーベルトだった。 
1号機の測定箇所から約 40メートル離れた南側の 2枚目の扉手前では同 270ミリシーベルトと測定されて

いる。いずれも高い線量で、東電は線量の差について、採取したちりなどを詳しく分析する。 
ロボットは 17 日に 1、3 号機を調査。最大線量は 1 号機が原子炉建屋の 1 階北側で、3 号機が 1 階南側で

測定された。 
1、3 号機とも同建屋にたまり水は確認されず、3 号機は障害物によりロボットの前進が困難だったという。 
18 日も 2 号機を調査している。 

 

 



 
1F - 3 号機原子炉建屋内 米国 iRobot 社製の遠隔操作ロボット｢Packbot｣ 作業  

(2011 年 4 月 17 日撮影) ＝東電提供 


